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世界各地で自由貿易地域（FTA）の締結を目

指す動きが広がっている。ここ数年はアジアに

おいても急速に FTA締結に対する関心が高ま

り、2001年 11月にはASEANと中国がFTA締

結に向けて本格的協議の開始で合意した。しか

し近年発展が著しい中国ではあるが、ASEAN

との貿易をみると、密接な関係にあるとは言え

ない。ASEAN（注 1）の対中輸出額は近年増加

傾向にあるものの、中国向け輸出シェアは

2000年に 3.5％と、米国（20.4％）、日本

（16.1％）に比してかなり低い。それでも FTA

の検討を目指すからには、貿易面でのメリット

が得られなければ意義は少ない。そこで、

ASEAN側の視点から対中貿易の現状を財別に

みた上で、優位性を持つ分野を検討する。

一般機械、電気機器で比較優位

ここでは ITIが作成した財別貿易マトリック

ス 2000年版（財別貿易マトリックスについて

は、「ITI財別貿易マトリックスの開発」ITI季

報、Autumn 2001参照）を元に、ASEANの貿

易をみてみよう。まず貿易構造の特徴をとらえ

るため、顕示比較優位指数（Revealed Compar-

ative Advantage Index: RCA指数）（注2）をみる

と、一般機械、電気機器において、タイ、マレ

ーシア、フィリピンの3カ国が比較優位を持ち、

特に電気機器におけるマレーシアとフィリピン

の優位性は高いものとなっている（表１）。ま

たこの3カ国のうち、タイが合成繊維・同織物、

衣類、フィリピンが衣類に競争力を持つほかは

概してRCA指数は低く、この 3カ国は似通っ

た財に比較優位を持ち、国ごとの特徴がとらえ

づらい。これに対してインドネシアは鉱物性燃

料、合成繊維・同織物、衣類に比較的高い比較

優位を持ち、貿易においては他の 3カ国と異な

る競争力を持つ構造となっている。

アジアNIESとASEANを比較すると、シン

ガポールが一般機械、電気機器に競争力が集中

しているのを除き、香港、韓国、台湾では

ASEANに比して競争力のある分野が広く、特

に韓国は合成繊維・同織物をはじめとして、鉄

鋼、一般機械、電気機器、輸送機器と比較優位

を持つ分野が多い。アジアNIESの中でも香港

の衣類、韓国、台湾の合成繊維・同織物、シン

ガポールの電気機器と、特に優位性が高い財が

国・地域ごとにばらついており、ASEANと異

なりアジアNIES各国・地域の貿易構造が異な

ることがわかる。

比較優位の強弱が明確なASEANの対米貿易

次にASEANの主要な輸出相手国である米

国、日本とのRCA指数をみると、対米貿易で

は、電気機器（マレーシア、フィリピン、タイ）

のほか、合成繊維・同織物、衣類（インドネシ

ア、フィリピン、タイ）、一般機械（マレーシ

ア）など、ASEANが強い分野は対世界貿易と
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ほぼ同じであるものの、対世界貿易で持ってい

た比較優位性に比して、対米貿易ではより優位

性が高くなっている（表２）。当然のことなが

ら、これらの財に比較優位が集中することによ

り他の財は相対的に優位性が下がることとな

り、ASEANの対米貿易は比較優位の強い財と

弱い財に 2分化された形となっている。比較優

位の強い財、すなわち電気機器はASEANが米

国向け IT部品の一大生産地であることを反映

しているものであり（本号所載の青木健

『ASEAN・中国のFTA創設合意と日本の対応』

中の44～47ページ「米国 IT不況と東アジア経

済」参照）、合成繊維類・衣類はASEANの安

価な労働力を利用した、従来型の輸出商品で

ある。

一方、対日貿易をみると、電気機器（マレー

シア、フィリピン）、一般機械（フィリピン）、

鉱物性燃料、合成繊維・同織物（いずれもイン

ドネシア）などが高い比較優位を持つ。また、

インドネシアは鉱物性燃料と合成繊維・同織物

に、フィリピンが一般機械と電気機器に比較優

位が集中しているが、一方でタイとマレーシア

は対米貿易に比べて比較優位を持つ財がばらつ

いている。

対中貿易で格段に落ちる合成繊維・衣料の比較

優位性

ASEANの対中貿易のRCA指数をみると、こ

こでも対世界輸出でASEANが持っていた一般

機械、電気機器における比較優位がほぼそのま

ま対中貿易にも反映されている（表３）。しか

し対世界輸出に比べて、それらの競争力は格段

に落ちる一方、比較的高い競争力を有していた

合成繊維・同織物、衣類の競争力はほとんどな

くなっている。これは中国が繊維・衣類の一大

輸出基地であり、ASEANからの輸出余地が少

ないことを反映しているものの、一方でアジア

NIESの同分野の対中輸出をみると、韓国、香

港、台湾が比較優位を持っており、中国とアジ

アNIESの間にはこの分野における「棲み分け」

が進んでいるが、ASEANとの間には競合関係

にあるものと推察される。一般機械、電気機器

におけるASEANの比較優位が落ちているの

も、中国が同分野の「競争相手」であることを

示唆している。この分野ではアジア NIES各

国・地域も、シンガポールの一般機械など一部

を除いて対中貿易では比較優位を持っていない。

工業用中間財の分野ではタイの化学品の比較

優位が高いものの、化学品、鉄鋼などではアジ

アNIESの比較優位が高く、ASEANが対中貿

易のこの分野で食い込むのは難しい。

エネルギー貿易でASEAN優位

ASEANが持つ比較優位性は対中貿易ではあ

まり発揮されないものの、エネルギー関連の貿

易ではASEANの姿がみえてくる。ASEANの

鉱物性燃料の貿易は、インドネシアを除き世界

貿易および対米、対日貿易ではほとんど比較優

位を持たないが、対中貿易に限ってみるとイン

ドネシアの比較優位が非常に高くなるほか、タ

イ、マレーシア、フィリピンともに比較優位が

高くなり、特徴の一つとなっている。

類似した貿易構造からの脱却

このように、ASEANの対中貿易は対米、対

日貿易に比して、比較優位では特に強い財も少

なく、また各国の対中貿易構造も似通ったもの

となっている。ASEANが中国とのFTAを実現

させた後、貿易面のメリットをより享受するた

めには、まず、エネルギー貿易以外にも対中貿
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易で食い込める分野をつくることが第一であろ

う。そのためには、ASEANが一様に同じ分野

に比較優位を持たせるのではなく、狭い範囲で

あれ、独自の「強い」産業を育成し、自国の貿

易に競争力を持たせることが必要である。

（注1）以下、ASEANのデータはタイ、マレーシア、

フィリピン、インドネシアの4カ国とする。

（注2）顕示比較優位指数（RCA指数）とは、世界の平

均的な輸出比率に比較したときの当該国の輸出

比率の大きさを財ごとに示すものであり、各国

が世界的にみてどのような財に比較優位がある

ものかを表す。計算式は下記の通り。

RCA指数＝［（A国のｉ財の輸出額／A国の

総輸出額）／（ｉ財の世界輸出額／世界総輸

出額）］×100

本稿では上記計算式を利用し、例えばA国の対

中国貿易のRCA指数を以下のように算出した。

対中国貿易のRCA指数＝［（A国のｉ財の対

中輸出額／A国の対中輸出額）／（中国のｉ

財の輸入額／中国の総輸入額）］×100
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147587216611176456414587158その他

56364914417077331929989精密機器

30156714311311254129輸送機器

13532222962179173237161162180110電気機器

108127148391101681741096712368一般機械

93158132371041271471229311974機械

629323938163221424893106鉄鋼

14819842225134544081343147397衣類

173259238517140836394182257173合成繊維・同織物

8713576560737281657365化学品

321410126811012785723531鉱物性燃料

タイフィリ
ピン

マレー
シア

インド
ネシア

ASEAN
(4)台湾シンガ

ポール韓国香港NIES中国
輸出国･地域

商品分類

表１　東アジアのRCA指数（2000年）

（注）①RCA指数については（注2）参照。
②商品分類については「ITI財別貿易マトリックスの開発」（ITI季報No.45、 Autumn 2001）参照。

（資料）ITI財別貿易マトリックス（2000年）
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1286454100881101857037206110216その他

7226471038955953702957102精密機器

345141220384324320輸送機器

1812872305316610814629826478210108電気機器

1292591693212550100992153413285一般機械

1302131573511778821301543811173機械

12432263954169797198042135鉄鋼

463010242653123332473436224124衣類

120201243631901392071076430714963合成繊維・同織物

13026644468646996310359100化学品

410114257122235119531711鉱物性燃料

タイフィリ
ピン

マレー
シア

インド
ネシア

ASEAN
(4)中国タイフィリ

ピン
マレー
シア

インド
ネシア

ASEAN
(4)中国

対日貿易対米貿易

表2 対米国、対日本貿易のRCA指数（2000年）

（注）（資料）表1と同じ。

8011411617512234338510695その他

502839130217219151116精密機器

6241361012952302431輸送機器

69177122107612412888134125電気機器

13311211248685196748690一般機械

8513010377110114172111105機械

52835830122191586985鉄鋼

33428639258267203衣類

85459967416419210143150合成繊維・同織物

15927859510624512015998117化学品

1801291294372365138118534鉱物性燃料

タイフィリ
ピン

マレー
シア

インド
ネシア

ASEAN
(4)台湾シンガ

ポール韓国香港NIES
輸出国･地域

商品分類

表3 対中国貿易のRCA指数（2000年）

（注）（資料）表1と同じ。




